
Ｆ．；ニーコニーー一二ニギ

電子科

　　　　　　　

・ｒｏｔ

　　　　　　　　　　　　　　　

ｌヒｒ

　　　　　　　　　　　　　　　

　

．

　　　

憎

マク□キーボードの製作

ショートカットキーを知５ない人でも扱える、
簡単で高機能なマクロキーボードの製作

センサを感知し、点灯するようブ□グラミング。
冬休みには中学生にものづくり教室を実施。

電子機械科
シーケンス制御による
エレベーターの製作

Ｆ

　　　　　　　　

Ｉ

　　

　　　

　

扉開閉システムに挑戦。
廃材等を再利用し、低コストで製作。

◆卒業特集
～飛期

　

はばたけ八５健児～

・八互生の功績

・ＰＴＡ会長・校長祝辞

第８４号

発

　

行

　

青森県立八戸工業高等学校

　　　

全日制保護者と教職員の会
ＰＴＡ調査広報委員会

　

圏発行日 平成３０年３月１日

丁ＥＬ

　

Ｏ１７８１（２２）７３４８

ＵＲＬ

　

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ，ｈａｃｈｉｎｏｈｅｔｈ．ａｓｎ，ｅｄＪｐ／

驚鰯言麗細長需鷺

　

粥警饗クマ洲製作
　
　　

－－
高さ調整ができるように、首振り機能が
つし、たモーター式ピッチングマシーン

第１部

第２部

平成３０年１月２３日

青森県産業教育振興会
三八地区協議会生徒研究発表会

校内生徒研究発表会

　　　　

　　　

　

．－－

　　　　

′

　

　

　

．
デー
．
二
，

～男達が挑んだ一夏の闘し、～
全国１位の学校に僅差で県大会２位！

電気科
ドリンクバーの製作

ノ＼工祭電気科展の更なる活性化のため、エアポンプ
モーターを使用したドリンクバーの製作

，

　　　　　　　　　　　　　

．・

　　　　　　　　　　　　

）》」

生徒研究発表会について
平成２９年度青森県産業教育振興会三八地区協議会生徒

研究発表会が本校第一体育館にて行われました。
八戸工業大学第一高等学校と八戸商業高等学校の代表各
１チーム、そして本校３年生各科の代表とチームマテリア

ル（Ｐ５参照） が、 これまでに培った知識・技術の集大成

を披露しました。 ２月９日、 むつ工業高等学校で行われた

県大会で本校代表の電子機械科が優秀賞を受賞しました。

、．・

　

Ｌ
　

県産りんごＰＲに貢献のため、五所川原農林高校より
無償提供された「赤～いりんご」を用し、ての研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　

’●●
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機械
▼

　　　

－

　

－

　　　　　　　　　

．ー

　　

ｒ．－，

科 ＬＩＮＫ ～３Ｍに輝く３４の繕の結晶～

　　

ガルブレス

　

エリヤ

３Ｍのみんなと機械科の先生方と一緒に３年間学べたことに
感謝してし、ます。 みんなはとても個性的で毎日クラスは笑し、に
包まれてし、ました。 今思うと、この３年間はあっとし、う間に過
ぎてし、つたような気がしますが、 このクラスで深め合った辞
は一生残るものだと確１言してし、ます。

　

４月からは一人一人が新しい環境で活躍する予定ですが、

　

そこでも切瑳琢磨して培った成長（結晶）を最大限に生かし

　

てし、きましよう。
３Ｍ～

　

最高！！

担任

　

木村

　

順也一流となれ！

　

卒業目前！３Ｍの皆さん、ネ酬寸けチェックのお時間となりました！さて最終
回は「学級目標」でチェックします。エッ？いつも学級通信にありましたよ。
①毎日学校に来る。②礼儀を正す。③資格を取る。この３つです。まずは①！
３Ｍの３年間の出席率は９９．５％

　

！達成ですね。 次②！運命を変えることができ
た人！達成です。最後⑧！これは…これからも頑張りましょう。 資格取得は努
力の証だぞ。さあ、一流突破を目指して次のステージへ…

　

祈念１活躍＝

８土木建築科
最高のクラス ′」＼田

　

聖也

３年間の思し、出 担任

　

苫米地

　

衆侯

　

中学を卒業し、 べつに仲良し友達が集まったわけでもない
のに、 みんなが楽しいと口をそろえて言えるクラスが出来上
がりました。 志を一つに
して全員で逆進した結果
ではないでしょうか。

　

皆さんは私の誇りです。

　　　　　　

・

新しい道でも決して

　

≦鰯 醐驚灘難 蟻詰多勢に埋もれることな

　　

… ・

く、 目立つ八戸エ

　　　　

ー

　

，

　

．－－

　　　　　 　　　

　　

　　

ください。

　

皆さんの輝きが
私に届くのを楽し，

－

みにしています。

　

－

　

卒業おめでとう。

　

　　　　　　　

　

　
１１１一ム

　

ー

担任クラスにつし、て 担任

　

猪股

　

秀樹

　

私の思し、出は運動会や球技大会などクラスで 自立を取りに
し、つたことです。 どちらも１位にはなれませんでしたが、みんな

　　

の目の色が変わり、 本気になってし、る雰囲気がとても心
±也良かったです。 副委員長としてほとんど何
もしてし、ないけれど、クラスに恵まれて助け

られて３年間過ごすことが
できました。 卒業までの残
り少なし、期間を大切に過ご
して、 最後には最高のクラ
スだったと思えるように副
委員長の仕事や思い出づく
りを頑張っていきたいと思
います。

、．
れ

　

一．

　　

避難」

母電気科
３ 年 電 気 科

　　　　　　　

十文字

　

格亮

私達のクラスは仲が良くとても楽しいクラスだ
と思し、ます。 休み時間には色々なおもしるし、会話
が聞こえてきて毎日笑顔で過ごすことができまし
た。行事のときには全員が協力して頑張ったので素

晴らしい結果を残すこ
とができました。 私は
こんなに楽しいクラス
メイトと３年間一緒に
過ごせてとてもよかつ
たと思っています。 ま
た、電気科の 員であっ
たことを心から嬉しく
思つています。

歴代担任をしたクラスの中でもこのクラスは手強いクラスでした。 特に
提出物については、１年生のころから指導してきましたが、 卒業間際の今
になっても、 なかなか提出してくれない生徒もいます。

　

しかしながら行事となると団結する生徒が多く、自ら役割を考え働いて
いました。 このため、 あまり行事を苦にしなかったのも良いところです。
今後どのよう な人生

　　　　

－‐ ．

　　　　

． 」
になっても明るく楽 し

　　　

墜

　　

ベ
ナメ

　

・

　　　

～

　

‘‐
く乗り越えてください。

　　　　　　　　　

ｃ．三雲；・

　　　

′

　

－

　　　

夕

次．

…

　

ｒ
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Ｌまつみ会寄贈の横断幕

貴
方
の
思
い
出
に
・寄
り
添
っ
て

三
学
年
主
任

　

三

　

浦

宏

之

　

三
学
年
の
皆
さ
ん
、
ご
竿
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
三
年
間
に
八
戸
工
業
高
校
の
生
徒
と
し
て
、
勉
強
に
、
部
活
動
に
、

資
格
取
得
に
、
情
熱
を
注
ぎ
、
得
難
き
時
を
過
ご
し
、
得
難
き
沢
山
の
友
と
出
会
っ
た
と

思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
社
会
の
一
員
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
力
で
、
勇
気
と
智
慧
と
努
力
で
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
為
に
は
新
た
な
目
標
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
場
所
で
最
善
を

尽
く
し
、
ど
ん
な
と
き
も
自
分
ら
し
さ
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
、
自

分
の
進
む
べ
き
道
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

‐＝

　

志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
拓
け
ま
す
。
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ー

　

卒
業
お
め
で
と
う
。
学
生
生
活
も
終
わ
り

で
す
ね
。
喜
び
と
共
に
寂
し
さ
も
感
じ
て
い

ま
す
か
？
春
か
ら
は
社
会
人
、
そ
し
て
初

め
て
の
独
り
暮
ら
し
。
心
配
の
種
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か

し
、
乗
り
越
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

普
段
照
れ
く
さ
く
て
言
え
な
い
感
謝
を
こ

こ
で
表
そ
う
と
思
う
。
マ
ン
ガ
本
を
あ
り
が

と
う
。
硲
夫
）
い
ろ
い
ろ
刺
激
を
あ
り
が
と
う
。

名
前
通
り
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
俺

の
息
子
に
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

君
は
俺
の
宝
物
だ
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
輝
き

を
放
て
！

小
さ
く
生
ま
れ
た
あ
な
た
が
、
健
康
で
明

る
く
成
長
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、
持
ち
前

の
明
る
さ
と
積
極
性
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
足

跡
を
胸
を
張
っ
て
見
つ
め
ら
れ
る
人
間
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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卒
業
お
め
で
と
う
。
高
校
生
活
も
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
り
、
四
月
か
ら
は
大
学
生
で

す
ね
。
学
び
を
深
め
る
こ
と
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
の
将
来
の
た
め
、
努
力
を

惜
し
ま
ず
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
も

応
援
し
て
い
ま
す
よ
。

　

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
生
は

勉
強
だ
け
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
い
ろ
い

ろ
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
努
力
は
人
を
裏
切

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挫
折
す
る
こ
と
を

恐
れ
ず
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
努
力
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
お
め
で
と
う
ー

こ
の
前
入
学
し
た

と
思
っ
て
い
た
ら
、あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
、

い
い
先
生
や
仲
間
と
出
会
い
楽
し
い
学
校
生

活
で
し
た
ね
。
別
れ
は
さ
み
し
い
け
れ
ど
、

今
度
は
社
会
人
と
し
て
後
輩
達
の
よ
い
お
手

本
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

完
全
燃
焼
し
た
三
年
間
を
満
喫
し
て
の
卒

業
本
当
に
お
め
で
と
う
。
師
、
友
に
恵
ま
れ

青
春
の
一
頁
を
綴
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
前

向
き
に
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
「背

負
う
試
合
は
終
わ
っ
て
も
、
畳
は
そ
の
日
を

き
っ
と
待
っ
て
い
る
」。
さ
さ
や
か
な
母
か

ら
の
贈
る
言
葉
で
す
。

豊
富瀞
棚はず。 そんな３Ｋですよね。

らいです。授業で、学校行事で、 いろんな場面・
いました。とはいえ、 調子に乗ると止まることを
学校では許されていたことが社会では通用せず、

明るく元気の良いクラス。 その一言に尽きます。 今まで担任を

　　

，－
てきた中で、 これほど楽しく３年間を過ごせたことはないと断

々

　

ま

は

ん

ま

佐

　

今
と
ろ
止

　

ｏ
こ

　

い

と

任

　

す

た

　

、
る

担

　

ま
せ
で
乗

　ーき
饗
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ラ
ど
す
た
は

　　
　
　

　　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　　　

　　

し
言
笑
知

科　　材

　

入学から今日まで、本当に仲の良し、クラスでした。 おかげで、
運動会では「年生の時に青軍として初優勝を飾ることができまし
た。 体育大会や文化祭でも皆で協力し、１固々 の役
割をしっかりと果たしたことで、強し、団結力と協

　　　　

・ 『

ス

ま
生
川

　　
　
　　
　

　　

運

た
ょ
を

け

し
問
助

で
仲
ず

る

の
必

　
　
　

と

　

、
さ

こ

　

は

だ

む
時
く

脳
な
て

役
協
ま

の
と

　

ｏ

々
力
た

個
結
し

、
団

ま調性を発揮しました。 ま

　　

ぬ
た、 資格取得におし、ては
全員で取り組み、 ３級技
能検定金属熱処理で４年

　

，
連続全員合格を達成する
ことができました。 クラ

　

，．
スの誰一人欠けることな

　

ｒ‐
ラ
な

て

ク
と
き

ルーｒ一名し～ミ

　　　

ー

　　

、｝

，
『
；
＼～

　　　

ｏ

　　

糸

４

　　

ク

と

き

を
々
力
た
い
３
で
成

　

ｏ
こ
で

勝
個
結
し
お

　

、
理
達
た
ろ
が
圭

優

　

、
団
ま
に
み
処
を
し
け
と
言

初
し
い
し
得
阻
靴
倦
ま
尺
ご
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
）
力肋

　

、
±
〕
１ｔ
‘
÷
Ｅ“
ィ
｛
：で

ノ
ー；
ｔ
ＩＬ

　　　　　　　　

□
ロ
ス

　　　　　

、
やき
人
る
し

で

　

－

　

す
嬉

が
誰
業
も

と
の
卒
て

こ
ス
く
と
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◎電
卒業おめでとう

＼

電子科
担任

　

柳谷

私達のクラス 坂本

　

陪希

・：

　

あっという間に３年が経ち、もう卒業となりました。こ
のクラスはとにかく騒がしく、それもあり注意される機会
も多かったです。「いつになったらまともになるんだ…」
と思ったこともありましたが、やるときはしっかりとやっ

てくれたと思います。行
事では団結力を発揮し、
運動会、 文化祭、 体育祭
と活躍してくれました。
進路もいろいろありな
がらも１２月までに全員
決めてくれました。この
頑張りを卒業後の進路
でも発揮してください。

’『ザ情報技術科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

村 山

　

海 斗　　　　　　　 　

　　　　

就職試験、大学受験の時期も過ぎ、し、よいよ新生活に向けての

３年間をよく思い返します。

　

この３年間、 本当に多くの
ことがあり、 本当に多くのこ
とを学ぶことができました。

　

八戸工業で勉強できたこと、
そして今まで支えてくださっ
た先生方、両親への感謝の気
持ちを忘れずに、 精一杯自分
の力で前に進んでいきたし、と
思し、ます。 今までありがとう
ございました。

「扉電子機械科

　

電子機械科

　　

感

　

謝

　　　　　　　　　

担任

　

工藤

　

亮

　

１

　

卒業おめでとうございます。 楽しい思い出が沢山

　

‘

　

あった高校生活であったと思います。ここまで来られ

　

ず

　

たのも、 親や関係者に育ててもらったからであり、 決
－

　

ｉ

　

して自分ひとりの力ではないと思います。親は、 食事

　　　

や洗濯、 学校への送り迎えなど、 沢山の愛情とお金を

　　　

かけ、皆さんの将来を一番に考えてきまし
，，‐『

　

た。 皆さんは当たり前のことと思うかもし

　

．

　

れませんが、 当たり前のことではありませ

　

；

　　

ん。 親に感謝し、 全てに感謝し、．そして感

　　

謝される人になってほしいです。

　　　

最後に、『男は男らしく、女は女らしく、

　　　

そして潔くあれ』

　　　

卒業おめでとう。

私達のクラスはとても元気がよく、し、つも騒がしい印象でした。
先生方にも何度か注意や指導をされてきました。 しかし学年が
ｔｒｌ

　　　

．

　　　　

パ・

　　　

‐

　　　　

－－

　

上がるにつれて、

３年間の思し、出

思い出の３年間

　

石橋

　

結羽

少しずつではあ
りますが大人に
なってきたので
はないかと思し、
ます。卒業まであ
と少しなので、何
事もなく皆で－
緒に卒業できれ
ばし、し、なと思い
ます。 いろいろ間

題もありましたが、このクラ
スで３年間過ごして、 すごく
充実して楽しかったです。あ
りがとうござし、ました。

担任

　

工藤

　

隆弘

　　

３Ｎの皆さん、 卒業おめでとうご

　

ざいます。

　

３年間このクラスを見てきました

　

が、 ２年生までは、 もの都‐かで反応

　

が薄く、 就職試験や進学試験に不安

　

を感じましたが、 全員が進路を決め
，．， てくれたことが－－番嬉しいことでし

た。 心残りなのは、
年々順位を上げてき
た運動会で、 君たち
の代で目標を達成で
きなかったことです。
今後は、 それぞれ別
の道を歩みますが、
級友のことを忘れず
に過ごしてくれれば
と思っています。

　

私のクラスは、体育大会や定期テス
トでは好成績を収めたりするのに、 漢
字テストでは最下位周辺を漂ったりす
るような不思議なクラスです。 ときど
き問題を起こし、 担任の工藤先生には

　　　　　　　

ノ
た〈さん迷惑をかけてきました。そん
なクラスですが、 私はとても楽しかっ

　　

Ｌ冒÷１－－－一二
ー一一十一一十＋÷「

たです。 このクラスで過ごした３年間は私にとって最高の思し、出です。
クラスのみんな、工藤先生、 ３年間本当にありがとうござし、ました。
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チームマテリアル
　 　

　

　

　

　　　　　　

　　　　　　

ー‐、．」イ

　

ー‐
材料技術科主任

　

坂 下 哲 也

企業ＰＲ動画撮影風景

「チームマテリアル」 は、平成２６年度に発足した材料技術科の生徒から構成されるチームで、「材料研究活動」、
「地域貢献活動」、「企業連携活動」、「高大連携活動」の４つの柱を中心に活動しています。これまでの実績として、
材料研究活動では科学研究コンテストで２度入賞しており、外部からも高い評価を得ています。また地域連携活

動として毎年、小学生を対象に材料技術科の特色を活かしたものづくり教室を行っています。
今年度の主な活動は、 「サイエンスキャッスル２０１７東北大会での研究発表」、 「柏崎小学校でのものづくり教

室」、「地域企業２社と連携したＰＲ動画製作」、「八戸工業大学電気電子工学科信山研究室との研究活動」の４つ

でした。
特に地域企業のＰＲ動画製作の取り組みでは、株式会社橘機工と株式会社田中紙工と連携し、実際に生徒が自

ら取材・撮影を行い、何度か企業の方々と打合せを繰り返しながら１年間活動してきました。企業の方々と直接

接することで生徒にとっても得るものが大きく、本活動における生徒の成長には目を見張るものがあります。今

　

年度はチームマテリアルのロコマークも美術部の生徒に作製してもらうことができました。今後もさら

　　　

に活動を充実させていきたいと考えています。
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大会で旋盤作業を行う中田 優さん（「Ｆ）

　　　　　　　　　

小泉 遼岳さん（３Ｎ）

　　　　　　　　　　　　　　　

２年材料技術科

「今回の大会で、課題をたくさん見つ

　　

小泉さんは、県内の高校で本年度初

　　

鉄鋼などの金属材料や熱処理に関す

けたので次に向けて改善していきた

　

の合格者。続いて３Ｋの佐々木恵美さ

　

る基本知識、機器の操作方法などを問
い」 と東北大会へ向け意欲を燃やす

　

んも合格し、本校からは７年連続輩出。 う検定試験で５年連続合格率１００％
中田さん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（写真提供：デーリー東北新聞社）

　

の快挙を達成。（写真提供：デーリー東コヒ新聞社）
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平成２９年度県下高校レスリング秋季選手権大会

平成２９年度青森県高等学校卓球新人選手権大会

　

団体

　

男子学校対抗

　　　

３位（勅語写す交豊丘朝ノ桧出場｝

　

個人 男子シングルス

　　

３位

　

２Ｋ

　

杉山

　

圭吾
ラク、ビーフットボール部
第９７回全国高等学校ラグビーフットボール大会青森県予選会

　

ｗ

　　　　

ク
第

　　

ス

卓

　　　　

ラ

　　　

レ

ー語 ．み
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．
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下半期の優秀な成績を抜粋しました。

躍
動
感
・
明
る
い
色
調
・
わ
か
り
や
す
さ
を

心
が
け
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
続
け
て
き
て
得
た
も
の
は
、

人
と
の
出
会
い
で
す
。
楽
し
い
仲
間
と
三
年
間

た
。
ま
た
、
取
材
で
お
会
い
し
た
北
向
幸
吉
氏

か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
人
材
が
育
ち
会
社
に
貢

献
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
参
加
を

社
員
に
薦
め
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
参
加
し
、
我
が
子
ら
が
通
う
八
工
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

・

調
査
広
報
委
員
委
員
長

　

田
代
幸
子

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
三
年
間
こ
の
学
び

舎
で
、
学
業
、
部
活
動
、
日
常

生
活
に
お
い
て
高
校
生
と
し
て

の
責
務
を
全
う
し
、
こ
の
日
を

無
事
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
心

よ
り
喝
采
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　

　

　

　

る
ま
で
、
子
ど
も

達
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
の

た
ゆ
ま
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
艦
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
保
護
者
も
共
に
歩
ん
だ
道

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
楽

し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

　

校
歌
に

「怠
ら
ず
学
問
せ
し

か
。
は
げ
み
つ
つ
技
能
か
練
り

し
。」
と
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
こ
の
三
年
間
で
鍛
え
ら
れ
た

時
間
は
、
社
会
の
優
れ
た
人
材

に
な
る
基
礎
を
形
成
す
る
重
要

な
道
程
で
あ
っ
た
と
思
い
返
す

と
き
が
必
ず
来
る
と
思
い
ま

す
。
校
歌
の
作
詞
は
日
本
を
代

表
す
る
、
民
俗
学
諾
いち芝
〃
ラ

ギ
派
歌
人
で
あ
る
折
口
信
夫
先

　　

ほ
つ
み
さ
き

ｔ

秀
岬
を
目
指
し

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

橋

　

本

生
で
す
。
先
生
は
、
昭
和
五
年

か
ら
九
年
に
か
け
て
、
民
俗
学

の
調
査
の
た
め
度
々
八
戸
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「地
方

と
い
へ
ど
も
最
頂
崎
」
と
あ
り

ま
す
。
本
州
最
北
端
の
青
森
県

を
紳
静
麟
ど
讃
ぇ
、
秀
岬

ぼ

っ
み
さ
き
）
を
目
指
し
て
ほ
し

　

い
と
応
援
し
て
い
る
の
で
す
。

　

「ほ
つ－」
と
は
万
葉
が
な
て
「優

れ
た
」
「優
秀
な
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
、
就

職
、
あ
る
い
は
、
大
学
や
専
門

学
校
へ
と
進
む
道
は
違
い
ま
す

が
、
自
ら
学
び
、
技
能
の
研
錯

　　　　

を
つ
み
、
そ
れ
ぞ

　　　　

れ
の

「
ほ
つ
み
さ

　　　　　

き
」
を
目
指
し
て

　　

多

　　　

ほ
し
い
と
思
い
ま

　　　　　

す
。
そ
し
て
い
っ

　

の
日
か
同
窓
会
、
後
援
会
、
ほ

　

つ
み
会
で
お
会
い
で
き
る
こ
と

　

を
鶴
首
の
思
い
で
楽
し
み
に
し

　

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
子
ど

　

も
達
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

　

だ
き
ま
し
た
、
関
係
各
位
に
感

　

謝
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

体

　

操

　

部


